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編 集 後 記

　国内の COVID‒19 は，2022 年に入ると第 6 波と
称される大きな流行となりましたが，こぶのある緩
斜面をスキーでゆっくりと滑り降りるようにして次
第に減少し，現在（2022 年 6 月初旬）に至っていま
す．そして，オミクロン株への置き換わり，ワクチ
ン被接種者の増加，医療の進展，人々の感染対策の
継続などから，第 5 波までとはだいぶ様相が異なっ
てきました．欧米諸国は COVID‒19 の存在を認めな
がら種々の規制緩和・社会経済活動の復帰に舵を切
りつつあり，国内でも予断を許さないながらも，や
はり規制緩和・社会経済活動の再開が考えられてい
ます．そのような中，小児の COVID‒19 をどうみる
かは大人と異なった視点が必要ですが，6 月 1 日に
開催された厚生労働省アドバイザリーボードにおい
て「発育途上にある小児に対して，過剰な警戒を強
いることなく，一方では小児における感染の拡大を
避け，感染した場合でも早期発見し，早期に医療に
結び付け重症化をできるだけ防ぎ，保護者を含め日
常生活をできるだけ保つようにすることは時に困難
を伴うが，小児の健やかな発育発達のためにわれわ
れ大人が努力すべきことである」と小児科医グルー
プが意見を述べています．
　さて，本号は「小児の腎疾患を見つめ直す―基
礎と臨床」として特集を組み，遺伝子解析・AI 診
断・レジストリー・学校検尿・発症メカニズム・免

疫・治療・透析・移植など，文字通り基礎から臨床
まで幅広く，最近の進歩や診療の上で必須なことな
どについてご寄稿いただきました．診断技術や治療
法の進歩にもかかわらず国内の透析患者数は増加し
ていますが，一方では学校検尿の導入とともに慢性
糸球体腎炎による透析導入患者数は減少しているこ
となどは，小児科医の地道な活動が大きく貢献して
いる表れかと思います．
　特集以外には，綜説「慢性閉塞性肺疾患（COPD）
に至る胎児期・小児期の肺機能の低成長」，診療「富
山県における小児 COVID‒19 の臨床症状」「小児糖
尿病診療における持続グルコースモニタリング」の
ほか，「脚の異常の『オノマトペ』」に着目した臨床
経験のまとめと考察，「豆乳によるアナフィラキ
シーショック」「薬剤誘発性 SLE」の症例報告，目
で見る小児科では「体重減少で発症した Basedow 病
男児の治療後の体重変化」など，小児医療の知識と
して興味深いテーマの論文を掲載することができま
した．また日本医科大学小児科学教室からは，免疫
分野に関する外国論文の紹介をいただいています．
　COVID‒19 がちょっとひと息ついているかのよう
な今日この頃ですが，外の青葉とともに本誌 6 月号
もどうぞご覧ください．
 （岡部　信彦）
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